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宮　下 茂
　Peter　Huchel（1903－1981）が詩集》Die　Sternenreuse　Gedichte　1825－
1947《（注1）を公にしたのは1967年のことである。しかしこの詩集は，周知
のようにすでに1948年東ドイッのAufbau　Verlag（Berlin）から控えめな
》Gedichte《という題名をつけて，さらに翌1949年には西ドイツのStahl・
berg　Verlag（Karlsruhe）から題名も内容もそのままにして出版された詩
集の修正版である。Peter　Wapnewskiが1973年に編纂したフーヘル選詩
集の後記のなかで述ぺていることなのだが（注2），1967年版は1948／49年版
より配列が少し変えられ，詩作品の数も54編から51編へと少なくなって
いる（1948／49年版のうち》Sommerabend《，》Wintemebel《，》Ostern
in　Alt－Langerwisch《，》Das　Himmelsfenster《，》Der　E【afen《，》In
memoriam　Hans　A．　Joachim《の6編が削除され，新たに3編の詩：》Ca・
puter　Heuweg《，》Damals《，》Lenz《が加えられている）。そしてさら
に，1967年版のなかの第三部に組み込まれている》Deutschland《，》Die
RUckzug《そして》Heimkehr《の3編は，1948／49年版の同じタイトル
の3編のそれぞれにおいて部分的に修正，削除されより簡潔に書き換えら
れたものとなっている。フーヘルをとりまく社会状況や彼の寡黙でなにご
とにも自己を控えめに対応させようとする基本的性格などによるのか，
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1948／49年版》Gedichte《がほとんど無視されたといった具合にただちに
絶版になったことを考慮に入れると，詩集》Die　Sternenreuse《は，実際
は再版ではあるのだが初期詩群（1925－1947）の「決定版」として初めて世に
問われた詩集と言ってよいだろう。だがこのことからすると，フーヘルの第
二詩集》Chausseen　Chausseen《カミ，1948年以降の詩をもとにしてまと
めたものとしてすでに1963年に西ドイツのFischer　Verlag（Frankfurt　a．
M．）から出版されていたわけであるから，詩集》Die　Sternenreuse《に入っ
ている詩群が第二詩集のものより早くに創作されながら（注3）さらに4年た
ってようやく出版され，読者の目にふれるという事態が生じていたことに
なるわけである。一般に，一詩人が単行本として出版する詩集は，作られ
た個々の詩をその都度の問題意識のもとでまとめるといった手順をへるこ
とで，詩人の生の流れに即応しているものである。フーヘルのこの出版事
情はそういった意味で通例に反したケースにあたる。第二詩集の後に1967
年版の第一詩集を手にした読者にとっては，その表現上の大きな落差はと
まどいに近いものであったにちがいない。そしてこの際立った表現上の落
差，それはまさに詩人自身が製作年次に逆行する詩集出版の機会を，むし
ろプラスの方向に生かした証である，と考えてよいだろう。また言及した
ように，1948／49年版と1967年版とのあいだに相違個所が見られるのだが，
このことも，恐らく詩作に対するいっそう深い認識を持ち，より全体的視野
に立つに至ったフーヘルが，自己の歩んできた過去の意味を，詩集》Ge・
dichte《の詩作品のそれぞれが，またそれらの有機的関連の全体的組み立
てが，いわぽ無意識のうちに現在化していた詩的空問のその意味を再発見
したうえで，その位相における自己認識の完全なフォルム実現のために軌
道修正を行ったことを示唆する状況証拠なのである。
　1948／49年版の詩集名》Gedichte《は，詩の集合という意味での「詩集」
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という一般的表現であるにすぎない。しかし，フーヘルは1967年版を
》Die　Sternenreuse《と題名を変えているのである。　Sternen　＝　Reuseと
いうこの造語からは，なにか一瞬困惑の念にとらわれもするが同時に言語
によってのみ描ぎ出されうる油蓬とした独自な空間的広がりを感じさせる
ものが秘められているようでもある。ところで，詩人のフランス滞在の時
期（1927－1928）に創作された一連の詩（注4）が詩集》Die　Sternenreuse《に
含まれているが，その中に同じ題名のついた詩がある。そして，それは19
48／49年版の詩集に入っているのである。コこのことからすると，詩人は決
定版の詩集の題名をこの詩からとった，と考えてよいだろう。恐らく，詩
集》Die　Sternenreuse《を全体像として暗示する機能が，言語によるその
構造表示力がこの詩には秘められている，と詩人が把握したことからの詩
集の題名変更であったのであろう。そこで，この詩》Die　Sternenreuse《
をまず考察していくことにする。
Die　Sternenreuse
　DaB　du　noch　schwebst，　uralter　Mond？
　Als　jung　noch　deine　Scheibe　schwebte，
　hab　ich　an　einem　FluB　gewohnt，
　wo　nur　das　Wasser　mit　mir　lebte．
5　Das　Wasser　scho11，　es　war　Gesang，
　ich　sch6pfte　und　mein　Atem　lauschte，
　wie　es　um　Steine　t6nend　sprang
　und　schaumend　schoB　und　niederrauschte．
　　Zwei　Felsen，　wie　bestaubt　von　RuB
10　und　steil　und　schmal　wie　eine　Schleuse，
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　　umstanden　damals　noch　den　FluB．
　　Im　Wasser　hing　die　Sternenreuse．
　　Ich　hob　die　Reuse　aus　dem　Spalt，
　　es　flimmerten　kristallne　Raume，
15es　schwamm　der　Algen　grUner　Wald，
　　ich丘schte　Gold　und　flδBte　Traume．
　　OSchlucht　der　Welt，　des　Wassers　Schwall
　　kam　wie　Gesang：war　es　mein　Leben？
　　Damals　sah　ich　im　dunkeln　Ali
20　ganz　nah　die　Sternenreuse　schweben．（注5）
星　の　梁
おまえがまだただよっているということは遠い昔の月～
おまえの円板がまだ若々しく浮んでいたとき
　　　　　すみか
川岸は私の住処だった
そこでは水のみが私と生をともにしていたのだ
水は鳴り響き歌となった
手にすくい息をひそめじっと耳をすますと
飛沫をあげ音たてて岩をめぐり
泡立ち渡りざわざわと流れ下る水のさま
二つの岩壁　煤くれだち
狭まりそそりたつ水門のように　それは
当時まだ川を取り囲んでいた
流れには星の梁がかけてあった
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私は狭い水底から梁を引き上げた
水晶の眩い広がりがつぎつぎと光りきらめいた
水藻の緑の森がゆらめいた
　　　　すなどり私は黄金の漁夫　さまざまな夢の想を水に浮ぺて流した
お工世界のはざま　水のうねりは
せまりくる歌のようだった：これが私の生？
当時私は暗い万象のなかに
星の梁が浮んでいるさまをま近に見たのだ
3つの詩節からなるこの詩の韻律論上の図式は次のようになる。
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全詩行の2つの基本型として奇数行が）一）一）一）一である。8
音節からなり，4hebigのJambusで，カデンツはmannlichである。そし
て偶数行は）一）一）一）一）で9音節からなり，同じく4hebigの
Jambusであるがカデンツはweiblichである。上の図式から明らかなよ
うに，詩行1，3，7，18と19をのぞいた全詩行は2つの基本型を一組にし
た構図で統一されている，と言ってよいだろう。（14行目は軽強音Leich－
　　　　　　　　　　　　　s　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　
te　Hebungの個所》＿fiimmerten　KristaUne＿《があるが基本型のリズ
ムを守っている，と言える。しかし，詩行9は上の図では奇数行の基本型
で表記しているが，ここのシューマは次のようにも表わせる：一く一）
〈））一）一。そうだとしてそれを加えると，基本型に相違した詩行は
6行となるが，いずれも詩の構造において重要な個所に位置することから
後に問題とすることになろう。）また押韻形式は，》abab《と交叉韻
（Kreuzreim）で，この組み合せをさらに4度繰り返す仕組になっている。
このように，この詩には韻律論上の規則性がめだつところであるが，詩集
》Die　Strnenreuse《の51編の詩のうちほぼ44編がこの規則的な形式性
をとっているのである。フーヘルの生きた仔情詩の時代的傾向の中ではこ
のことはやはり特異なことではある。詩人が伝統的な古典様式にこだわり，
執拗に用いていることには，むしろ詩人の詩作上からくる意識的なものさ
え感じられる。では，内容的にはどうであろうか。
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　第一詩節の冒頭の詩行》DaB　du　noch　schwebst，　uralter　Mond？《は，
シンタックスの面からは中央のコンマを境として前半の従属接続詞daBの
っくる副文，しかも独立した文章であるのに対し，後半は前半の主語duと
関連する呼格（Vokativ）である（注6）。しかし，前半のdaB文章の独立した
文形であることのために，その副文の枠内の成分duと呼びかけとしてそ
の枠外に配置されているuralter　Mondとはスムーズには結びつかない仕
組みになっている。文意としての》du　schwebst　noch《がdaBによっ
て枠づけられ，いわば文の形をしたひとまとまりのマスとなり，2つの文
レヴェルにあるものの間の文法的結合関係，つまり副文の一部（主語du）
に外部から呼格（Vokativ）uralter　Mondが従属要素として関係する，と
いった文法的Ptジックを否定しているかのようである。だから，この語順
関係をとることによって初めて，この呼びかけはdaB文章という文形象と
対等な，さらにはその意味の発展のレヴェルにあるフォルムとして独自性
と完結性を帯びる，と言ってもよい。また，4つのHebungを持つ第一詩
行が，韻律論上の図式（一））一く一））一）において，中央の間
（Pause）を境に前半（一））一）と後半（一））一）とに均等に分か
れて対応する構図を表わしていることからも，このことは詩人の意図する
ところであった，と推測される。
　文意からすると，まずdaB文章において定動詞が現在形であることと，
フーヘルの詩に頻繁に現われる》noch《，過去の事象が現在の時点に継続，
残留していることを，場合によっては未来への広がりをも含む時間の層を
意味附与する副詞nochを伴っていること，こうしたことからこの副文は，
目の前の風景が過去に経験された，類似したさまざまな風景を誘発し，重ね
合わさって，現在（Gegenwart）の場に混在している詩人の心理的局面を示
している，ということである。つまり，現在形のschwebstという動詞の
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持つ意味の場に，過去性の形象が浸透することによって時間の多層的共鳴
空間が出現していることを，この副文の文意は示唆しているのである。そ
して，それに呼応するようにさらにuralter　Mondが続く。ところで，形
容詞》uralt《の意味作用の機能は，その規定する名詞との組み合せにより
名詞の表わす事物（Mond）の現状様態（ここでは「古さ」）を表示するこ
とにある。しかしさらに，この形容詞には独自な時間的意味「不定的な過
去」をも表わしているわけである。このことから，ここでの名詞Mondは
一般的には無意識のうちに予解された「現在」にある事物を指示する名詞
の機能に，さらに規定要素の形容詞uraltが加わることによって，過去相
の混在した多層的意味内容の語となる。このようにして後半の語の組み合
せは，詩行前半より凝縮した表現にすることによって，いっそう無限定に
拡大された時間層へと（ur－alt），非現実的で，ポリフォニックな空間層へ
と進展していることを示している，と言える。
　しかしながら，この詩行には疑問符がついているのである。これはもち
ろん，daB文章の内容に対する疑問として働いているのだが，今見てきた
ように，この詩行を二分し，それぞれの部分が相互に対応しながら詩的空間
の発露へと展開する独立したフォルムとなっていることからすれば，2つ
の文形象のそれぞれに疑問符が附されている構図となっている，と考えて
よい。だから，2つの文形象にモノローグの疑問符が添加するこの配列の文
意は，詩人の逡巡自問する現われととれるが，しかし孤独な風景のなかで，
隠蔽された自己の記憶という過去性が幻視されたことを詩的可能性の新た
な展開ととらえ，いっそうそうした局面に関与しようとする詩人の心情の
符牒となっている，と解することはできる。第一詩行全体は，過去の次元
へ踏み込み，遡行する境界域の，別な言い方をすれば，過去を現在化する
境界域の機能を持った，いわば鏡の形象となっているのである。詩人は，ま
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さにこの境界面をぽねにしてネガティフな幼少期の思い出の次元へと下降
する。2詩行のそれぞれに副詞nochが呼応するように対置している構図
は，まさにこうした存在状況を露呈する断層面そのものを表わしている。
それに，第一詩行のuraltと第二詩行にある副詞jungとは反対語である
が，この関係づけによって，いわぽ第一詩行という鏡面を境として実像
（uralt）と鏡に写る倒立像（jung）といった具合に，第一一一・・詩行から第二詩行
の表現する次元への通路となっているのである。そしてさらに，この比喩
的図形を促す要素として》deine　Scheibe《がある。それはMondとその
属性としてのScheibeという関係を示す所有代名詞（dein）の文法的機能
を一つの比喩形象ととらえ，uralter　Mond（現在）からdeine（＝＝uralten
Mondes）Scheibeという次元「過去」への通路を表徴する関係項の機能
として働いている。
　第二詩行は，主語である》Scheibe《が具象的な形姿として事物をとら
える幼少期特有な視点から見ていることを示す表象である，ともとれ，そ
れは過去の一回性を意味する従属接続詞alsとともに，詩人にとってintim
ts－’一つの過去の場であることを表現している。そしてさらに，過去へと想
像力を傾注していく，次の詩行への野情の起点としてこの詩行は機能する
のである。つまり，副詞nochがあることによって，この詩行における過
去の時点でのこうした事態が，それより以前に存在していた，という意識
と同時に，継続をおぼろげに期しながらもそれ以降にはもはやない，とい
う詩人の語る現在の時点（第一一一詩行の現在）からの意識とが明確となり，
重なるように対応し，そこに時間的奥行をもった意味層をもたらしている
からである。
　3行目の詩行は2行目の副文に対する主文である。時称は現在完了とな
っている。一般的に現在完了には，語り手の関心事で過去の連続的な流れ
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にある事柄を取り出し，現在に結びつけようとする語り手の心理的な作用
が基本にある。ここでのこの時称からなる文は，文の意味内容が詩人の生
の声として語られることによって，すなわち，現在へと切り離され，浮彫
にされることによって，過去の時間的無限の連続からいわば解き放たれ，
枠づけられた断片といった文形象になっていることを示している。そして
さらに，同じ文中の》an　einem　FluB《という文成分の名詞FluBに不定
冠詞がついていることもこの状況を確かなものとしている。このFluBは
過去のある特定な川ではない，詩人の記憶，知識のすぺてを含んだ，漠然
とした夢のようになにか流れるものといった不定的な意味を帯びている。
Entsinnlichungとしての言語の自律性へと開かれていく可能態を呈して
いる。だから，この詩行の文意「岸辺は私の住処だった」は，詩人の過去
の定義づけによる一般化ではあるが，そのことによって見えてくるこの第
一詩節の中心のテーマといった具合に，詩的言語を実現，表徴する場，い
わば詩人の詩作の場，拝情的自己実現の場を表示する比喩像となってい
る，とも言える。またそうであればこそ，その場をふまえた好情的発露の
場は展開されうるのである。
　さて，続く詩行の関係文は，文法的には主文にあたる前詩行の前置詞句
an　einem　FluBを先行詞としていて，それに従属し，意味としても一般性
という枠に囲まれている。そして，この文法的関係を比喩的にとれば，上
昇する方向づけの機能をもつ，とも言える。しかし，それとともに文意と
しては，ここには主情的たかまりとしての歌（Gesang）が形象化されてい
て，しかも韻律論上の図式においてHebungが置かれている副詞nurに
こめられた重い響きからも，強く仔情的空間の独自性が表徴されているこ
とになる。つまり，文脈の流れとともにこの詩行全体の文意が，続く4詩
行にわたり表現される好情する状況へとつながっていくことから，下向す
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るための媒介装置のように機能する場となっていることになる。
　さらにより具体的にこの4詩行において，水の流れと詩の主体との交
流が聴覚的フォルムに重きをおいて展開されていくのである。（詩全体に
言えることでもあるが，水のざわめく響きを惹起させる工夫として子音
字》sch《，》sp《，》st《及び》w《が印象深く組み込まれている）。第五
詩行の前半》das　Wasser　scholl《は自然の聴覚的現象として現出する。
後半り文》es　war　Gesang《は，断定的な響きを持っていることから詩
の主体側が外在する自然（Wasser）へ対応しようとする姿勢を表現してい
る，と判断してよい。そしてこれを契機として，詩の主体Ichが対象に係
わるシチュエィションが示されていくのである：》ich　sch6pfte　und　mein
Atem　lauschte《。主体の研ぎすまされた想像力に，対象は水のイメージ
となって，たゆみない子音の響きをかなでながらめぐりきたり，たゆたい
そして流れ宏る情景を7，8詩行の場に到来させるのである。要するに，
全体としてここでは，主客融合一体という野情に特有な状況が必然的な対
立性，分裂性へと変化していくプロセス，そう言った野情的ウア・フォル
ムが描かれている，と言えるだろう。しかし，先にもふれたことなのだ
が，こうした状況を開示する場はあくまでも文法的論理に従って第三詩行
の位相という枠にかこまれての場であることは否定できない。将情的な心
情のたかまりは，下向する方向性にあってはまだ始まりのもつおぼつかな
く，拠りどころのない情緒にとどまっているのである。だから，この詩節
の最後の語》niederrauschte《の前つづり》nieder・《は，あたかも第二詩
節のいっそう深まる次元への接合点のように働く記号になっている，とも
言える。
　第二詩節の冒頭》zwei　Felsen《の与える唐突感というのだろうか，む
きだしに切迫する物質感覚を促す手法，また特に，そのなかの数詞zweiに
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よる一回的な特殊状況をいやがうえにも印象づけるこの手法は詩節全体の
主調音となっている観さえある。このことは恐らく，この》zwei　Felsen《
を含む9行目から11行目にわたる詩行の配語関係に原因する，と思える。
》zwei　Felsen《は，挿入語句》wie　bestaubt　von　RuB／und　steil　und
schmal　wie　eine　Schleuse《ひこ続く11行目の詩行の部分とで一つの文を
形成し，文法的にはその主語として働いている。だから，この主語はその
後に続く挿入語句によって分断され，孤立化され，いわばFragmentとい
った有様を呈し，言語像として屹立した，独自な存在感をもっているので
ある。また韻律論上の図式において，先に少しふれたのだが，第九詩行を
この詩の基本リズム型である4hebigのJambusのそれと同じ，ととれな
くはない。しかしやはり，》zwei　Felsen《の語の重い物質感が視覚的に強
く作用し，そこに詩人の意図的なものが感じられ，図式を次のように表わ
　　　　　　　　　　一く一）〈　　）　　）一　　　）　　　一
してもよいだろう：Zwei　Felsen，wie　bestaubt　von　RuB．この解釈か
らすれぽ，zweiとFelsenの間にPauseが入り込み2つの語の独自性が鮮
明となり，シンタックスの論理的要請からの流動性に抵抗する物体のもつ
実在感を帯びてくる，と言える。
　そして，このように輪郭づけられた言語形象が端緒として明確に提示さ
れればこそ，言語の配置の仕組による比喩的進展が可能になるのである。
》zwei　Felsen《に続く，ここでは「類似」の従属接続詞wieのつくる語句
》wie　bestaubt　von　RuB《が，それとは行改めのことからそして語形の違
いから，一見すると対等な関係成分とは考えにくいところがあるが，10行
目に2つの並列接続詞undi．の使用により，行末にある直喩形象》wie　eine
Schleuse《のtertium　comparationisとして形容詞》schma1《と》stei1《
との2成分と同じ文法的機能の成分であることカ㍉　この配語関係から示さ
れている，と言える。この3成分が対等な形容詞的分詞句として》zwei
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Felsen《を規定する構文になっているのである。つまり，ここでの直喩構
造において祖型として提示されている事象》eine　Schleuse《：が，その事物
性に内包する属性をtertium　comparationisの媒介項にして異なる事象》
zwei　Felsen《と結合しているのであるが，このことによって，この》zwei
Felsen《の配語の工夫から生じたあのマスとしての物質のもつ特殊性，限
定性にあるDetailが脱落し，この3つの形容語の特性という盤によって
彫琢され，典型化された構造体の事物といった様相を呈していく。文の流
れに従ってbildhaftに斉一化された形象　StiHsierungにある言語像とな
っていくのである。要するに，このように構成されたそれぞれの語彙が文
脈に添って独自な空間を喚起する構造性を組成するに至るのである。2つ
の岩壁（zw「ei　Felsen），それは対極化された分裂性のアスペクトを措定す
る。その，物としての硬質な形態は，図像となり，黒ずんだ輪郭線を鮮明に
し（wie　bestaubt　von　RuB），その2つの岩膚は，それぞれ急傾斜をなし
て落下し（steil），狭まり（schmaD，詩行11行目の文の後半に描かれる水
面に焦点を結ぶのである。U字形の空間フォルムを出現させたことになる
のである。上の2詩行にわたる直喩の機能に託しながら，言葉は想像力の
描く構造の底辺を支える水面を到来させる。そこは比喩によって構築され
た表面性という境界域の場なのである。第一詩節の冒頭の詩行が過去へ遡
源するばねとして働く境界面を意味する形象となっているのだが，ここの
第九，十詩行においてのなおいっそう感傷的ニュアンスの脱落した言語の
みの組み合せにより，第十一詩行は思い出の次元へ係る鏡の構図を呈して
いく，と言ってよいだろう。
　到達境域としての川のレヴェルを象徴する11詩行目に，しかしながら
また再び副詞nochが用いられているのである。水面における時点的に限
定された状況を表わすdamalsの過去性が流動状態へと転換することにな
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る。多義的意味空間の出現である。そして，こうした様相に対応するよう
に第十二詩行が続くのである。》In　Wasser　hing　die　Sternenreuse《，こ
の詩において詩行と独立した文が一致する唯一の個所である。この完結性
がこの詩節の主題提示の文形象といった印象を与える。そしてこのことは
さらに，この詩行の主語となっていて際立つインパクトを秘めた隠楡形象
のSternenreuseに定冠詞がついていることからも頷ける。本質定義とい
った断定的なニュアンスを表わすことになるからである。さて，前述した
ように，名詞SternenreuseはSternenとReuseという2つの名詞からな
る造語である。Sterne11は夜空に輝く星々であり，　Reuseは一種の漁具で
ある。この異質な事物対象が言語操作によって合一する。隠喩を伝統的解
釈からみると，直喩の縮約されたものと解するわけであるが，そのことから
は，星々における「きらきらときらめく」属性のtertium　comparationis
を介し，》die　Reuse　wie　Sternen《といった表現となるであろう。そし
て，Sternenは1meigentlichな意味に転化され，その語のもつ事物の固有
性を失うことではあるが，やはりそうした2つの表象系列のパターン化さ
れ，結合された語だけを文脈からとり出してみる観点からすると，ここでの
SternenとReuseという複合名詞のつくりだすイメージには異質感が際
立ち過ぎ，なにか恣意的な技巧性が感じられなくはない。しかし，この詩節
から今までに読みとったことからすれぽ，4詩行にわたる言語の組み合せ
により発現した事物現場は，他にとって変えられないほどに重く，具象性
に彩られたものである。そうした抜きさしならないほどの実在感を呈する
場として水面が形象化されているわけである。つまり，文脈に組み込まれ
たなかでの隠喩形象ということなのである。だから，Sternenreuseという
言語的広がりは技巧的，装飾的といった単なる知的意図のもとに使用され
ているのではなく，詩人フーヘルのきらめく好情のパトスからのこの詩作
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品のみに可能で有効な一回性の表現形態として出現しているMetaphorik
と言える。天に輝く星々と水中にかけられた梁という異質なものの出会う
場，それは水面をおいては他にない。天空の領域の要素が水に写るという
ことで，下降する動性をベクトルとして表わし，梁を水中より引き上げる
という動作もベクトルで表わすとすれぽ，2つの相反する方向性のベクト
ルの交差することによって描ぎ出される接線が水面である，ということで
ある。つまり，9行目から11行目へと直喩によって設定された境界とし
ての表面性が，さらに造語Stemenreuseによって隠喩法で表示された水
面そのものに，接合する対立二項がともにbildhaftな表象位にあって組成
する虚空領域そのものになっていることを暗示しているのである。先に見
た，第一詩節の前半4行が詩人の仔情的自己を実現するための場を文脈の
構図のなかで形象し1いるのに対応するように，この詩節の4詩行におい
ては，それを隠楡的次元において開示している，と言ってよい。そして，
その場面措定によってこそ続く13行目から16行目にわたる4詩行にお
いて，第一詩節と同じように野情的交感現象が展開されていくのである。噛
この4行に展開される情景には，第一詩節の4行目から8行目におけるそ
れよりもいっそう静けさが支配的になっている。第一詩節において，水の
流れは激しくざわめくといった動的状態を強く前面にうちだしているのだ
が，ここにおいては，子音〔1〕，〔m〕，〔f〕などの組み合せによる音響的効
果と視覚的には星々を写す夜という場にあることから，拝情性のいっそう
深まった（metaphorisch）現われとして，水は鏡のようにのっぺりとして
いて，静譲で秘密めいた雰囲気にみたされている。そして，好情的発現の
成り行きが形象化されていくのがここにおいてなのである。13行目で，詩
の主体が水中という異質な対象領域へと関与する形姿をとる，そしてそれ
に対応するように，次の詩行において，言語の比喩性（die　Reuse）をもと
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に水中から引き上げる動作によって，夜空に無数にきらめく星を写した水
面はたゆたい，散乱し，光の多元的空間性のめくるめく視覚像となって現
われる（es　flimmerten　kristallne　Raume）。さらに15行目にはこうし
た事態の深化したイメージが続く。主体の視線はいっそう強く水面の境域
を透過して水中の有様に向けられている。そこには一種不気味なと言って
よいうごめく異様な気配が支配している（es　schwamm　der　Algen　grU・
ner　Wald）。そしてそれに応ずるように，最後の詩行は野情する主体の
パトスの形象化ともとれるが，こうした異次元へ係る自己喪失の不安から
か，自己を限定づけることで退行し，自己収束する状況表現ともとれる
（ich　fischte　Gold）。それに関連して，詩行の後半の文は，こうした緊迫
感が弛緩し，なすすべもなく放郷してしまった好情的交流の終結（fi6Bte
Traume）とも解されるのである。しかし同時にまた，》fl6Bte　Traume《
は，第一詩節の最後の語》niederrauschte《が次の詩節の表示する次元へ
のなかだちとして機能していたのと同様に，ここでも想像力を働かせて，
いっそう内奥の第三詩節の次元へと踏み込む（fl6Bte）ための連結機能とし
て位置づけられている，とも見てとれる。
　第十七詩行の前半の呼びかけ》Schlucht　der　Welt《は，第二詩節の前4
行において言語により構成された詩の場，あのU字形の空洞といってよい
空間形象を生みだしたのだが，ここに再び凝縮した形態》Schlucht《で出
現していることを意味する。それに対し後半に展開する言語像》des　Was．
sers　SchwaU《は，2格の付加語》des　Wassers《が動作名詞》Schwall《
に結びついたもので，名詞による動作そのものの静態化をとうし，そこに
描写的，説明的な成分を介入する余地のない，いわぽ合一したフォルムで
ある。また，この孤立した語形は，この詩に初めて現われたEnjambment
により生じたもので，次行の前半に位置する文の主語成分なのである。そ
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してこの語の意味は，第一詩節の5行目以下に拝情的発現として開示され
た水の情景を反映している，と言える。さらに第十八詩行の前半にある文
の残りの部分は，前詩行後半の語形のうねりくる喚起力に誘発され，引き
出されたといった具合に露皇した断面のような効果をもつ語順にある述語
成分として続いている。そして同様に，やはり第一詩節の好情的領域の現
われ（Gesang）なのである。さて，この詩行の後半はコロンを境にしたモ
ノローグの疑問文となっている。このコPンは，今見てきた前詩行からこ
の詩行の前半へと配置された語彙の集合体の表示する意味内容と，この疑
問文が対等なレヴェルにあることを示している。つまり，文脈の流れに従
って，「第二詩節」形象そして「第一詩節」形象のそれぞれが暗示する境
域の実在性を反映した意味内容と等位関係にあり，主体のLebenがまさ
しくこの内実であることを示唆しているのである。だからこの疑問文は，
孤絶した拝情の風景にあって，主体が詩人としての自己存在の意味を自問
する形姿を，つまり鏡の隠喩次元をみつめる姿勢を促す機能を意味するこ
とになる。別の言いかたをすれば，コロンをはさみ先行している2行にわ
たる文レヴェルの要素を，包み込むような配置による関係づけによって，
シンタックスの文法的機能性を比喩化する働きを助長していることにな
る。このことからすれぽ，この構図は先に述べた第一詩節の1行目の配置
関係と全体として類似している，と言ってよいだろう。
V1　＝・ daB－Nebensatz
＋IV・k・…1 ＋1・・ageze・・h・！1
Vl7～V18＝
v・k・…1＋ H・・葺・a・・（S・）l／（P・）1
十 Fragesatz
S，；　Subjekt　P、＝Pradikat　V、＝Vers
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　前にみてきたように，V1におけるdaB・Nebensatzは詩の始まりとしての
事実性に拘束された局面にあった（schwebst）。しかし同時に，副詞noch
によりこうした状況を変化させる可能性，つまり言語をとおしての現在へ
の記憶の浮上，それはその逆流として現在の事象が過去に彩られることで
もあるが，それによって意味の反響空間の多層的広がりを発現させる可能
性の文形象であったのである。それに重ねるようにVokativの独自な言語
像による現われも，同様に現在の過去化であると同時に過去の現在化とし
て，さらに意味の多元性を確かなものとしていた。そして，二項対立のつ
くりだすその場を起点とする主体が過去次元へと向けていく契機として，
モノP一グの問は機能していた。その境界域をぽねとして過去遡及へと展
開していくのである。このことから，この詩行の語句の組み合せは，いわ
ば鏡の構造を，つまり実在の虚在化と同時に虚在の実在化，別な言いかた
をすれぽ，外在の内在化と同時に内在の外在化といった逆説的対立性の交
流を可能にする媒体機構をなしていたことになる。そしてそれに呼応する
ように，V17～V18においても似たような局面を意味する形象として展開す
るのである。まず，第二詩節の反映としての隠喩的言語相の形象であるVo・
kativが先頭に位置している。続く語形，　Enjambmentによる二項に分節
化され，2行にわたる文（Hauptsatz）において，インパクトのある喚起力
を秘めた形象（des　Wasser　Schwall）と後半の述語部（kam　wie　Gesang）
の分断をとおしての組み合せによって，言語の比喩化のプロセスが示され
るのである。そしてそのようにして，それぞれが独立したBildとしての色
あいを強めながら，第一詩行に触発されることによって現出した第一詩節
の後半4行にわたる仔情の場を表わしているのである。以上のことから，
V、におけるdaB副文とは文形の違いはあるが文意の示す局面は同じであ
る，と考えてよい。そしてさらに疑問文が続くのである。この詩行の韻律
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論上の図式はほぼ中央において，対称二分し，両項が対立関係にあること
を構図としても。ている（［≡：⊆ヨ〈［≡：⊆三ヨ）・・の・と
が，両項の要素が対等な独立した個体として対置していることを印象づけ
るのだが，しかし先に述べたように，詩行の中心に文章記号コロンが表示
されていることにより，この疑問文は文脈を遡るようにして先行する2行
の語形の表わす意味領域を一括し，その文形象に対応している，と言え
る。一般に，比喩化という言語現象に身を委ねるということは詩の主体が
自己の固有性を喪失するという存在状況にある，ということを意味する。
そして，こうした事態が持続的にさらに深化した様相を呈するときそこに
言いがたい不安感情が生じ，自己収束を反動の形象として言葉の場に顕現
するものである。この疑問形式は，そうした心情の反映とも考えられよ
う。しかしV1の疑問符の比喩的意味と同じように，さらに異質な対象性
にある次元へ関与しようとする主体のパトスの現われともとれる。だから
上述の図の類似性は，V17～V18も同様にやはり鏡の機能として作用して
いる，と言えるのである。詩の主体は，これを支点として次の2詩行に表
現された次元へと踏み込んでいるからである。
　19行目の詩行の韻律論上の図式は，この詩全体の基本型とは異なる個所
の一つであった：1－）i『）1）－1）－1。前半の詩脚はTrochtiusで
あり，後半はJambusである。こうした詩脚のリズム上の性格を表わす
標記をもとにしてこのリズムの対立性を考えると次のようになる。前半の
Faller（＝＝Trochaus）と後半のSteiger（＝＝Jambus）とが詩行の中央で拮
抗結合し，第二詩節の言語の造形力を活性化させ出現させたU字形のフォ
ルムを韻律論上の組み合せによって再現させている。文意の面からも同じ
構造性を帯びている。前の2詩行の局面と関連する緊迫した心理の反映と
して，前半冒頭に置かれることにより生じるdamalsの唐突感が，詩の主
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体（ich）の過去の私的事象の局面を効果的に際立たせている。これに対応
するように暗い宇宙的空間（im　dunkeln　All）が対置されているのであ
る。そしてまた，こうした対立性が設定されたからこそ次の詩行における
文の後半に示される底辺としての場が開示される，と言える。その場とは
Sternenreuse，あの詩的世界の実現の場「水面」なのである。このことは，
第二詩節において展開された詩作の場の再現ともとれよう。しかしなが
ら，この詩節全体において言えるのだが，詩的歩みのプロセスとして，2
つの詩節を通過するなかで，詩人の想像力はいっそう深まり，空間的にも
拡大された視界を可能にしている。そうした視座に位置すれぽ，第三詩節
における状況を世界性を座標軸として野情する場ととらえようとすること
はできる。だから第二詩節の場は，ここにおいて世界観に立つことを準拠
にし，斉一化された磁場へと変貌し（Schlucht　der　Welt），そこにコスミ
ックな共鳴空間が発現する（in　dunkeln　All＿，．．die　Stemenreuse　sch・
weben）のである。
　さて，詩作品》Die　Sternenreuse《を読んできて，全体としてこの作品
にはある構造性が，ネガティブな図像のように仕組まれている，と言って
よいだろう。
　第一詩節8行のうち，まず1行目が語構成による鏡の機能構造としてあ
り，それをぽねにして，詩の主体の過去性へ至る境界域を形成する層へと
意味転化されている3行を加え，この前半4行は，語意レヴェルのその意
味において現われる特有な構造性と，そしてシンタックスのレヴェルにお
ける文法的機能のその特性とを活用し，構築される比喩的言語空間という
行情発現のための場を意味することになる。それに対し後半の4行は，そ
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の位相に対応した好情的展開を形象化する領域であることを示している。
このことは第二詩節においても同様である。前半の4行は，そのうちの3
行にわたり直喩表現の言語的特性を生かし，構築された場であり，さらに
その発展として次の詩行では，隠喩の言語機能そのもののもつ構造性を形
象化した，鏡面という好情交感を引き出す場面になっている。それに応じ
て，続く4行においては葺予情の身振りと反響空間が呈示されているのであ
る。このように，この2つの詩節は，それぞれ2つの部分に分節化され，
前半の此岸という実像が鏡という境界域をはさんで，後半ではその境界域
を起点としての鏡における倒立像となり，過去性といういわば彼岸の意味
領域を引き出しているのである。
　しかも，この2つの詩節は，第一詩節から第二詩節へと発展する有機的
関連性にある。つまり，第一詩節の詩の始まりの繧激とした状況における
不定的局面が，この節詩の最終行の動詞》niederrauschte《における方向
性（nieder・）を示す連結機能を介して，次の詩節の赤裸でデテールな事物
の具体性から生じる比喩の場での拝情性へと発展深化する，という一一・定の
方向づけがみとめられるのである。そしてさらに，この第二詩節の最終行
の》fl6Bt　Traume《もまた，すでにみてきたように次の詩節へ導く符牒と
なっている。
　そうした2つの詩節に対し，第三詩節においては語の組み合せのつくり
だす独特なその構図が目につく。17詩行と18詩行の2詩行と後半の2行
の詩行は対照的な位置関係にある。つまり，前半においてそれぞれ，詩行
は中央で分節し，2つの語句の対立していることを効果的に引き出す工夫
がほどこされている。それに対し後半の詩行では，一つの文が2行にかけ
て拡張された形での文の詩行分節がなされていることが示されているので
ある。だから，ここには2つの対立様態があることになる。一つは・前半
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2詩行におけるそれぞれの詩行のなかでの対立性である。さらにもう一つ
は，この詩節全体のレヴ＝ルにおいてのもので，前半2行の文による詩行
の分割と後半2行の詩行による文の分割といった具合に，それぞれ分節の
仕方がまったく逆になっているということでの対立性である。
　このうち詩節においての対立性は，上の2つの詩節のそれぞれにおいて
工夫されている二分化による二項鮒立の構図に等しい。つまり前半の2行
は，文レヴェルの組み立てによつて詩作する場面設定の意味となってい
るのに対し，それを起点としての後半の2行は，コスミックな仔情の場
》Sternenreuse《においての共鳴空間（in　dunkeln　AII）として開示され
ているのである。そしてまた，同一の構造性をもちながら，この二項を構
成する詩行の数が，上の2つの詩節の4行からなる二項対立に対し，それ
ぞれ2行からなっている。つまりこのことは，第三詩節の対立する各項の
詩行数がそれぞれ半減し，単純になっているということから，この詩節全
体が，2つの詩節において配置された文脈に沿って進み，到達されうる結
論といった意味合いを強める効果をもたらしている，ということである。
　このように詩全体の主題提示の機能をもつことによって，この詩節の対
立構図は独特な表現力を帯びてくる，と言える。二項がその接する境界域
を介して実と虚の関係をもつことによって，意味空間が拡大されるという
ことは変りがないのだが，第一及び第二詩節においての鏡の機能は，表面
的には実豫から倒立像というネガティフな比喩的言語空間を発現させる方
向に向けられているのである。このことは，詩人の想像力がいっそう暗い
深淵へと，そして同時にいっそう拡大されたコスミックな多層性の次元を
開示することに向けられていることを示している。しかし，それでもなお
人間存在の意識性の必然なのだろう，始まりとしては，やはりその内奥へ
踏み込むことの不可能として，その外部性として感応するしかない。それ
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は無限に表面を彷径することなのである。この詩節における対立構造その
ものもその現われだ，ととれるのである。17行目の冒頭にあるVokativ
を構成する成分》Schlucht《は，水面の境界域をはさみ，20行目における
中心の語》Sternenreuse《と対置している。この両要素は，先にみた第二
詩節の基本構図を形成する密接な相関関係にあるのであるが，このことか
らすれば，この対置は実像に対する倒立像の関係を表わしている。また，18
行目の締め括りに位置する疑問文のなかの》mein　Leben《は，19詩行目
の冒頭に置かれている詩のプライベートな過去性を反映した》damals《と
対置している，ともとれる。このように語を意識的に対立関係に組み込
み，図式化することによって，鏡の図像は本来的な形態として出現する，
と言える。つまり，上の2つの詩節においての鏡面（水面）は，あくまで
目標に至る過程の位置に仕組まれたものであるが，ここにおいての，世界
の底辺（Schlucht　der　Welt）に位置し，詩の到達領域にある鏡面（水面）
は本来的機能を発揮する。実像の次元の独自性はもとより，その倒立した
虚の次元もそれだけ独立した対等な価値をもち，自律性をもつに至るので
ある。というのは，人間存在の構図の反映でもある鏡の機能は，実から虚
へと橋渡するという方向づけにだけではなく，本来は逆接的，同時的であ
るが，意識の表面性から時間的推移としてそれに続く体裁をとって，ネガ
ティーフな現われである虚から実へという逆方向の動性をもって現われる
からである。このことから，この詩節の根底にある水面》Stemenreuse《
において虚の実在化として，詩の始まりへと立ち帰る反射の動きが可能と
なるのである。
　さきにもふれたように，この第三詩節において前半2行の詩行内で対立
するように組み合されている語の構成に関し，この詩の第一詩行との比較
のために用いた図からは，全体的には類似が指摘されたのだが，そこでの文
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脈の流れに従って展開する持情的現象はまったく逆の順序に配置されてい
たのである。語句の形態において，また語句の比喩的意味においてもこの
第三詩節の前半2行は逆方向にある。つまり，第二詩節から第一詩節へと
逆流する，いわぽ虚の動性を促すように作用する機能性をもっているので
ある。というのは，この逆流方向として表現されているのは，先の垂直関
係から見た鏡の構造において対等な位相に虚の領域があるからこそそれに
作用された反映として実の領域が語順によってこの局面にあることを示す
ことになるからである。それ故に，言語の組み合せにより構築された虚と
しての根底の水面Sternenreuseは，その隠喩性にある言語的虚を実在化
する造形力をてだてに，反射する動性をもってこの詩節前半にその虚像の
たどる方向を縮図として示し，またそれを起点として，虚のベクトルを第二
詩節そして第一詩節の次元を通過し，現実としての第一詩行の現在の場へ
と向けていくことを可能にしているのである。もっとも，第一，第二詩節
の文脈の流れに従っていた実から虚への方向性も，実際のところ逆流し，
上昇する虚からのベグトルも暗黙のうちに機能していたのだが，このこと
があれぽこそこうしたネガティーフな動向が可能である，とも言える。そ
してさらにまた，反動的虚の動性の基底として，この詩節の最後に配置され
ている語》schweben《が詩作品の始まりにある動詞’》schwebst《と呼応
するように対置していることも，こうした状況にある構造性を予感させる
符牒となっている。このような言語の配置から浮彫される構造性，実のベ
クトルがU字形の図像として，言うなれば「メエルストルムの渦」として
の》Schlucht　der　Welt《を形づくる，それに相即して，深みより反射像
として虚のベクトルがこの図形をなぞるように上昇する。言語の組み合せ
によるこうした構造を，詩人アーヘルは好情する存在の場として実現して
いる，と言ってよいだろう。
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　ところで，今までに述べてきたこ．とからも明らかなのだが，古典的様式
性，韻律論上の形式性，シンタックスの文法性のつくる論理と意味そして
さらにデテールをきわめた微視的なレアリティを根拠にした事物の表現方
法，こうした言語上の定型的具象性の表記法をこだわるように遵守し，活用
しながら，それらの本質的機能を，思い出という詩的空間を構成するため
に転化（Ubertragen）し，そこに見えざる本源的揺情性を発現させる，それ
が，フーヘルの，少なくとも初期においての詩作法なのである。Willy　Haas
がフーへの初期作品についてその特質を評価して，「精神と物質が完壁に
浸透しあっていることで注目に値する」（＿bemerkenswert　durch　ihre
vollkommene　gegenseitige　Durchdringung　von　Geist　und　Materie；．．．）
（注7）と述べていることからも，こうした初期作品の特質をうらづける証左
と考えてよい。詩作品全体にわたり，人称代名詞》ich《及び》mir《と所
有代名詞》mein《，詩の主体自身を意味するこうした語が，これは詩人の
意図として感じられるのだが，韻律論上の図式においてHebungでなく必
ずSenkungのアクセントの位置に置かれているのである。このことは，
恐らく，無限定性の次元に身を投げ出すことによって，虚空に托した自己
投影を結び目にしてかたちつくる網目が，一つ一つ結合し，繰り広げられ
ていく，想像力の描く見えざる無限のネットワーク（Netz）（注8）を暗示し
ている，と言える。このような主体の視座にあってこそ，3つの詩節のな
かに配置され，位置づけられた言語像は，主体のぎ予情する形姿を言語空間
として組み立て，独自な構造を発現させるのである。だから詩作品》Die
Sternenreuse《は，言語の自律的様相を前方にうちだすことによって，そ
れ自身白紙という深淵に浮びただよう投影図となり，虚無に野情する自己
を実現するために仕掛けられたKonstellation》Sternenreuse《として自
から微光を放つことになるのである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
（1）　Huchel，　Peter：　Die　Sternenreuse　Gedichte　1925－1947　R．　Piper＆
　　Co．　Verlag　Mdnchen　1967．
（2）Wapnewski，　Peter：Nachwort　In：Peter　Huchel　Ausgewahlte　Ge・
　　dichte　Suhrkampf　Verlag　1973　S．134－136．
（3）　ただし，詩作品》Caputher　Heuweg《と》Damals《はすでに詩集》Cha・
　　usseen　Chausseen《に組み込まれて発表されている。
（4）　Huchel：a．　a．0．，　S．94．
（5）　Huche1：a，　a．0．，　S．59．
（6）uralter　MondはduのAppositionともとれる。しかしduを取り込む副
　　文の枠外に置かれているのである。通例，関係する語の直後にAPPQsition
　　は位置することからするとこうした文法的関係づけは無理な感じがしなくは
　　ない。
（7）Haas，　Willy：Ein　Mann　namens　Peter　Huchel　In：Hommage　ftir
　　Peter　Huchel　R．　Piper＆Co．　Verlag　Mifnchen　1968　S．55．
（8）　Netzという語はフーヘルの詩作品において重要なキーワードである。そ
　　れは単に初期作品だけでなく一貫して後期にいたるまでその重い意味は変ら
　　ない。
（ドィッ文学科　助教授）
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